
新時代の英語教育推進事業
～英語を用いたコミュニケーション能力の育成に向けて～

県教育庁義務教育課

1

令和４年度



事業の概要
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小中各１０名の英語教育実践リーダーが、

「指導力向上」と

「指導実践の発信」
を図ります。

事業の概要
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令和4年度英語教育実践リーダーの先生方

【村 山（小学校）】

○ 新田 亜紗恵 先生（山形市立村木沢小）

○ 佐藤 光顕 先生（天童市立津山小）

○ 三浦 将紀 先生（寒河江市立寒河江小）

○ 大竹 航 先生（村山市立大久保小）
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令和4年度英語教育実践リーダーの先生方

【村 山（中学校）】

○ 羽柴 萌 先生（天童市立第三中）

○ 深瀬 智也 先生（天童市立第四中）

○ 齊藤 絵里 先生（寒河江市立陵東中）

○ 門脇 明人 先生（東根市立神町中）
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令和4年度英語教育実践リーダーの先生方

【最 上】

○ 伊藤 大地 先生（新庄市立本合海小）

○ 高木 ちひろ 先生（真室川町立真室川あさひ小）

○ 武山 史哉 先生（金山町立金山中）

○ 渡部 慶太 先生（最上町立最上中）
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令和4年度英語教育実践リーダーの先生方

【置 賜】

○ 関 裕介 先生（川西町立小松小）

○ 梅村 歩 先生（白鷹町立荒砥小）

○ 山田 健介 先生（米沢市立第四中）

○ 齋藤 久美子 先生（高畠町立高畠中）
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令和4年度英語教育実践リーダーの先生方

【庄 内】

○ 日向 絵菜 先生（鶴岡市立櫛引西小）

○ 渡邉 裕介 先生（遊佐町立遊佐小）

○ 井上 雪乃 先生（庄内町立余目中）

○ 碇谷 智恵 先生（遊佐町立遊佐中）
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指導・助言いただく外部講師の先生方

○ 金森 強 先生（文教大学）

○ 小泉 有紀子 先生（山形大学）

○ 酒井 英樹 先生（信州大学）

○ 阿野 幸一 先生（文教大学）

○ 太田 洋 先生（東京家政大学）

○ 阿部フォード 恵子 先生（CALAインターナショナル）
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実践研究の重点

言語活動を通した指導の充実 〔共通〕

＜英語教育実践リーダーの計画例＞

○ 児童生徒にとって伝え合う価値がある目的、場面、状況を設定する。
○ 単元のプランニングシートを作成し、ＡＬＴ等と打合せを密に行い、
単元を通して育成を目指す資質・能力を明確にする。

十分なインプットを基にした授業 〔小〕

＜英語教育実践リーダーの計画例＞

○ ＡＬＴ等との英語でのやり取りを十分に聞かせ、児童が「知りたい」
「伝えたい」と思える活動を設定する。

各領域で思考力・判断力・表現力等を育む授業 〔中〕

＜英語教育実践リーダーの計画例＞

○ 定型の表現にとらわれず、目的、場面、状況を意識して表現できる
活動を充実する。
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『令和４年度

学校教育指導の
重点』を踏まえて



第１回研究協議会で授業づくりの視点を確認
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＜視点１＞

単元等で育成を目指す資質・能力を明確にする

＜視点２＞

言語活動を通した指導を行う

＜視点３＞

指導と評価の一体化を図る

Ｒ３英語教育実践リーダーが
いただいた指導・助言をもとに確
認しました。
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＜視点１＞ 単元等で育成を目指す資質・能力を明確にする

目指す児童の姿を具体的に描く

単元の言語活動における具体的な児童の発話例を、

「A評価の例」「B評価の例」として事前に書いてみると

よいでしょう。

→ 評価基準が明確になります。
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＜視点２＞ 言語活動を通した指導を行う

目的、場面、状況を明確に

例えば、「自己紹介をする」というのは目的ではなく

「場面」です。「自己紹介で、自分や相手の新たな一面

を知り合う」など、「目的」のある言語活動が生徒の主体

性を高めることにつながります。
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生徒が思考・判断する工夫

使う表現を提示するのではなく、生徒に考えさせる

ようにします。例えば、「I would like ○○.」を使う

ように示すのではなく、「注文する」という場面を確認し

ます。その中で、どのような表現を使えばよいかを

生徒が考えることが大切です。

＜視点２＞ 言語活動を通した指導を行う



言語活動を通した指導

○ 「活動 → 指導 → 活動」の指導

過程を充実させましょう。

○ 活動前に発話の型や言語材料の

示しすぎを控えましょう。

○ 練習と言語活動を区別して、バランス

よく行いましょう。
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話すこと［やり取り］の言語活動では

担任やALTがやり取りのモデルを示すことが大切

です。黒板にやり取りの型を書いて示している実践も

見られますが、児童の自然なやり取りを妨げる可能性が

あることに留意しなければなりません。

＜視点２＞ 言語活動を通した指導を行う
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中間指導の焦点化

本時で「英語の正確さ」と「表現内容」のどちらに

指導の焦点を当てるのかを明確にしたうえで、焦点に

沿った中間指導の声がけを行い、児童に考えさせて

気付かせるのがよいでしょう。

＜視点２＞ 言語活動を通した指導を行う
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指導と評価の一体化に向けて

☆指導したことを評価しましょう。

（評価することを指導する）

☆評価できる状態まで繰り返し指導しましょう。

（「C」の状態の子を「B」にするための支援）

＜視点３＞ 指導と評価の一体化を図る



授業づくりのKeywords

1. Clear Voice

2. Eye Contact

3. Gestures

1. Authenticity（真正性）
…身近で本物の活動を！

2. Personalization（個人化）
…自分のことを語る場を！

3. Creativity（創造性）
…型でなく、自由度の余地を！
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＜視点３＞ 指導と評価の一体化を図る

コミュニケーションを円滑にするために大切な
視点ですが、評価のポイントとなるのは、「話す
こと」「書くこと」の領域では、「使用する英語
の正確さ」と「表現内容の適切さ」です。



県教育庁義務教育課
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＜英語教育推進のページはこちら（県HP）＞

英語教育の推進山形県

Googleサイトのアクセス

方法等は、今後各学校に

お知らせします。

年間を通して英語教育実践リーダーによる実践等を発信し、県内の先生

方と共有していきます。

授業改善に向けて、県HPや県内小中学校等限定公開のGoogle サイト

で発信資料をぜひご覧ください。

各地区の英語教育実践リーダーが公開授業研究会を

行います。事前に案内しますので、一緒に

スキルアップしていきましょう！


